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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　製品ウェブの加圧処理のためのロール（１００）であって、
　キャリア（３）が設けられており、
　キャリア（３）の周りに支承されたロールスリーブ（４）が設けられており、
　少なくとも１つの圧力チャンバ（１２）がキャリア（３）とロールスリーブ（４）との
間に設けられており、圧力チャンバ（１２）が少なくとも部分的に支持液体で満たされて
おり、支持液体を介してロールスリーブ（４）がキャリア（３）に支持されている
形式のものにおいて、
　少なくとも１つの圧力チャンバ（１２）内に弾性的なエレメント（１８′）が設けられ
ており、弾性的なエレメント（１８′）は、絞りを介することなく支持液体と接しており
、かつ圧力チャンバ（１２）内の圧力が、ロール（１００）の振動に起因する圧力上昇に
基づき、ロールスリーブ（４）の支持のために必要な液圧を上回ると、圧縮可能である
ことを特徴とする、製品ウェブの加圧処理のためのロール。
【請求項２】
　ロールが、圧力チャンバ（１２）から流出する支持液体を収容するための少なくとも１
つの漏れチャンバ（１３）を有している、請求項１記載のロール。
【請求項３】
　少なくとも１つの弾性的なエレメント（１８）が、少なくとも１つの漏れチャンバ（１
３）内に設けられている、請求項２記載のロール。
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【請求項４】
　少なくとも１つの弾性的なエレメント（１８，１８′）が、圧縮可能な媒体を有してい
るまたは圧縮可能な媒体を有することができる中空チャンバを包囲している、請求項１か
ら３までのいずれか１項記載のロール。
【請求項５】
　少なくとも１つの弾性的なエレメント（１８，１８′）がチューブ状に形成されている
、請求項４記載のロール。
【請求項６】
　圧縮可能な媒体が空気である、請求項４または５記載のロール。
【請求項７】
　弾性的なエレメント（１８，１８′）が閉鎖されており、予め決められた圧力で満たさ
れている、請求項６記載のロール。
【請求項８】
　弾性的なエレメント（１８，１８′）が、大気圧下にある空気で負荷されている、請求
項７記載のロール。
【請求項９】
　弾性的なエレメント（１８，１８′）が一方向弁を有しており、一方向弁を介して、弾
性的なエレメント（１８，１８′）が、運転中の液圧的な支持液体の圧力よりも低い圧力
下にある空気で満たされていることができる、請求項７記載のロール。
【請求項１０】
　少なくとも１つの弾性的なエレメント（１８，１８′）が圧縮空気源（２６）に接続さ
れており、圧縮空気源（２６）を介して、圧力が、液圧的な支持液体の圧力よりも常に若
干高いように追従可能である、請求項６記載のロール。
【請求項１１】
　チューブ状に形成された弾性的なエレメント（１８，１８′）が、内側の支持のための
手段（２０）を有している、請求項５から１０までのいずれか１項記載のロール。
【請求項１２】
　内側の支持のための手段（２０）が、弾性的に変形可能な材料から成るスパイラルコイ
ルを有している、請求項１０記載のロール。
【請求項１３】
　少なくとも１つの弾性的なエレメント（１８，１８′）が、キャリア（３）に加工され
た切欠き内に設けられている、請求項１から１２までのいずれか１項記載のロール。
【請求項１４】
　切欠きが、軸平行に延びる長手方向溝（１４，１５，１６，１７）の形状を有している
、請求項１３記載のロール。
【請求項１５】
　支持液体の液圧を測定するための圧力センサが設けられている、請求項１から１４まで
のいずれか１項記載のロール。
【請求項１６】
　ロールが、前記圧力センサにより測定される液圧に応じて、少なくとも１つの弾性的な
エレメント（１８，１８′）を負荷する空気圧を開ループ制御または閉ループ制御する制
御ユニット（３１）を備える、請求項１５記載のロール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の上位概念部に相当する形式の、製品ウェブの加圧処理のためのロ
ールに関する。
【０００２】
　この種のロールは「浮動式」のロールとも呼ばれる。浮動式のロールは、大抵の場合回
動不能に支承されたキャリアを有している。キャリアを中心として、ロール周囲を形成す
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るロールスリーブが回転可能に支承されている。ロールスリーブとキャリアとの間には、
少なくとも１つの圧力チャンバが形成されている。圧力チャンバは液体で満たされている
。この液体は液圧的な支持力をロールスリーブに伝達することができる。この液圧的な支
持力は半径方向でロールギャップに向かって方向付けられている。
【０００３】
　この種のロールはドイツ連邦共和国特許出願公告第１０２６６０９号明細書から公知で
ある。この公知のロールは、許容し得ない圧力上昇を阻止するために、キャリア内に、下
から上に延在する多数の盲孔を有している。盲孔は圧力媒体液柱の上側にエアクッション
を有している。
【０００４】
　国際公開第８８／０３６１０号パンフレットから、浮動式のロールの圧力チャンバ内に
第２のチャンバを設けることが公知である。この第２のチャンバは絞り箇所を介して第１
のチャンバに接続されている。第２のチャンバ内には、ガスで満たされ、気密に閉鎖され
たゴムチューブが存在する。それにより、第２のチャンバは常に部分的にのみ液体で満た
されている。この手段に基づいて、第１のチャンバ内での圧力変化時に、第２のチャンバ
内に存在する液体体積は変化することができる。それゆえ、ロールスリーブの振動は、絞
り箇所を通した振動性の液体流動につながる。その結果、液体摩擦により振動エネルギが
摩擦熱に変換される。
【０００５】
　ドイツ連邦共和国特許出願公開第３１５１００１号明細書は、ハイドロスタティック式
に支承されたロールに関する。この公知のロールでは、ロールスリーブがハイドロスタテ
ィック式の支承エレメント、すなわち静圧軸受を介してキャリアに支持されている。ハイ
ドロスタティック式のエレメントの支承ポケットは、振動減衰のために、弾性的に作用す
る外的な圧力アキュムレータに接続されている。
【０００６】
　この種のロールは製品ウェブの加圧処理、例えば紙およびその他の材料の平滑化および
型打加工、繊維からの液体の圧搾、プラスチックシートおよびゴムシートのカレンダ加工
および引伸ばしならびにその他のプレス工程のために実証されている。ただし、特に浮動
式のロールが弾性的なカバー、例えばプラスチックから成るカバーを有している場合、望
ましくない短い運転時間の後に、ロールのカバーの周囲にわたって、多角形が形成されて
しまうことが判っている。この多角形の形成は、ロールが、ロールギャップを制限する対
向工具（大抵の場合対向ロール）に対して振動する振動状態により説明がつく。
【０００７】
　それゆえ本発明の課題は、上位概念を成す形式のロールを改良して、構造的に簡単な形
で、ロールスリーブの、キャリアからの有効な振動切り離し（デカップリング）を生ぜし
め、それにより、振動に起因する磨耗を、対向工具に対して振動する質量を減じることに
より低減することである。
【０００８】
　上記課題は、請求項１に記載されたロールにより解決される。
【０００９】
　少なくとも１つの圧力チャンバ内に弾性的なエレメントが設けられており、弾性的なエ
レメントが絞りなしに、液圧的な支持力を生ぜしめる支持液体と連通しており、かつ液圧
的な支持力の発生のために必要な液圧の超過時に圧縮可能であることにより、ロールギャ
ップ内での、キャリアの振動に起因する圧力ピークは少なくとも大幅に回避される。弾性
的なエレメントと圧力液体との、絞りのない接続は、キャリアの、大きな振幅を有する振
動もロールスリーブに伝達されないか、または伝達されるにしても僅かであることにつな
がる。
【００１０】
　実験によれば、本発明により構成された浮動式のロールでは、ロールスリーブのカバー
が受ける磨耗が、背景技術に基づいて形成されたロールに比べて大幅に減じられており、
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ロールスリーブが修繕または交換前にかなり長期にわたって使用可能であることが判って
いる。
【００１１】
　液圧的な支持力を生ぜしめる液体が存在する圧力チャンバの他に、ロールは、圧力チャ
ンバから流出する液圧液体を収容かつ排出するために役立つ漏れチャンバを有しているこ
とができる。少なくとも１つの別の弾性的なエレメントは、ロールスリーブおよびキャリ
アの切り離しを改善するために、付加的に漏れチャンバ内に設けられていることができる
。
【００１２】
　有利には、少なくとも１つの弾性的なエレメントが、圧縮可能な媒体を有しているまた
は圧縮可能な媒体を有することができる中空チャンバを有している。
【００１３】
　本発明の別の有利な構成では、弾性的なエレメントがチューブ状に形成されている。
【００１４】
　有利には、圧縮可能な媒体が空気である。
【００１５】
　第１の可能な実施形態では、弾性的なエレメントが閉鎖されて形成されており、予め決
められた圧力で満たされている。この圧力は、液圧的な支持液体の、予測され得る最も低
い圧力を下回る。ロールの使用時、弾性的なエレメントは、支持液体圧力と、弾性的なエ
レメント内の空気圧との間で均衡が得られるように圧縮される。
【００１６】
　実験によれば、弾性的なエレメントを大気圧で満たすことが多くの使用事例のために適
していることが判っている。
【００１７】
　ただし、本発明によるロールを使用することができる圧力範囲を拡大するために、弾性
的なエレメントが一方向弁を有しており、一方向弁を介して、弾性的なエレメントが、や
はりロールの運転中の液圧的な支持液体の圧力よりも低い圧力下にある空気で満たされて
いることができると有利である。弾性的なエレメント内の圧力は最適に、圧力チャンバも
しくは場合によっては漏れチャンバ内の、その都度予測され得る圧力関係に適合されるこ
とができる。
【００１８】
　閉鎖された弾性的なエレメントを備えた本発明によるロールの実施形態の欠点は、ロー
ルが、ロールギャップにおけるできるだけ大きな圧力範囲のために適しているようにする
ために、弾性的なエレメントが、できるだけ大きな内容積を有していなければならない点
にある。それというのも、最低出発容積時にのみ、空気体積が、所望される最高の運転圧
時にも、キャリアの振動を補償する十分な空気体積を有していることが保証されているか
らである。しかしながら、弾性的なエレメントの大きな出発容積は、圧力チャンバもしく
は漏れチャンバ内の、相応に大きな空隙を要求する。このことは、キャリアの望ましくな
い弱体化およびこれに由来する振動傾向の上昇もしくは振動振幅の拡大につながる。
【００１９】
　それゆえ、本発明によるロールの特に有利な構成では、少なくとも１つの弾性的なエレ
メントが圧縮空気源に接続されており、圧縮空気源を介して、圧力が、液圧的な支持液体
の圧力よりも常に若干高いように追従可能である。この実施形態では、換言すれば、弾性
的なエレメント内の空気圧、すなわち弾性的なエレメントの可撓性が、支持液体の、その
都度実際の液圧に適合される。
【００２０】
　弾性的なエレメントがつぶれることを阻止するために、弾性的なエレメントは、内側の
支持のための手段、例えば弾性的に変形可能な材料から成るスパイラルコイル（Ｓｐｉｒ
ａｌｗｅｎｄｅｌ）を装備していることができる。
【００２１】
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　少なくとも１つの弾性的なエレメントを収容するために、有利にはキャリアに加工され
た切欠きが設けられている。特に、弾性的なエレメントがチューブ状に形成されている場
合、切欠きは有利には、軸平行に延びる長手方向溝の形状を有している。
【００２２】
　本発明によるロールの特に有利な構成では、支持液体の液圧を求めるための手段が設け
られている。この手段は、有利にはロールの外側に配置されているが、圧力チャンバと流
動性に連通されている圧力センサを有していることができる。
【００２３】
　圧力センサは本発明によるロールの特に有利な実施形態では、少なくとも１つの弾性的
なエレメントを負荷する空気圧を開ループ制御または閉ループ制御するために役立つ。
【００２４】
　図面には概略的に本発明によるロールの一実施例が示されている。
図１：ロールの横断面図である。
図２：同じロールの部分縦断面図である。
図３：このロールの液圧回路図および空気圧回路図である。
【００２５】
　全体として符号１００を付されたロールは、「浮動式のロール（ｓｃｈｗｉｍｍｅｎｄ
ｅ　Ｗａｌｚｅ）」として構成されている。ロール１００は対向ロール１と相俟って、連
続的に前進する図示されていない製品ウェブ（Ｗａｒｅｎｂａｈｎ）を加圧処理するため
のロールギャップ２を形成する。対向ロール１は従来慣用のロール、撓み制御されたロー
ル、浮動式のロールとして構成されているか、または任意の別の形式で構成されているこ
とができる。
【００２６】
　本発明によるロール１００はキャリア３を有している。キャリア３は、図示されていな
い機械フレームに回動不能に支承されている。ロールスリーブ４はキャリア３を中心に回
転可能に支承されている。ロールスリーブ４の、外側の周面５は、ロール１００の作業周
囲６を形成する。
【００２７】
　ロールスリーブ４の、内側の周面７と、キャリア３の、外側の周面８との間には、リン
グギャップ９が存在する。リングギャップ９は、互いに対向して位置する２つの長手方向
シール装置１０，１１により、対向ロール１側の圧力チャンバ１２と、対向ロール１とは
反対側の漏れチャンバ１３とに分割されている。
【００２８】
　圧力チャンバ１２はロール１００の運転中、液圧下にある支持液体もしくは支持媒体を
含有している。支持液体の圧力は、ロールギャップ２に支配する線形力を規定する。
【００２９】
　漏れチャンバ１３は支持液体を収容したり排出したりするために役立つ。支持液体は長
手方向シール装置１０，１１を通過して漏れチャンバ内に浸入する。
【００３０】
　キャリア３には、その周囲にわたって分配された４つの長手方向溝１４，１５，１６，
１７が加工されている。長手方向溝１４，１５，１６，１７は、その都度１つの弾性的な
エレメント１８，１８′を収容するために役立つ。弾性的なエレメント１８，１８′は絞
りなしに支持液体と連通している。以下に弾性的なエレメント１８，１８′の構造および
作用形式について説明する。
【００３１】
　弾性的なエレメント１８，１８′はチューブ状に形成されている。弾性的なエレメント
１８，１８′は、弾性的な材料から成るその都度１つの外被１９と、外被１９の内容積内
に配置された支持手段２０とから成る。支持手段２０は、液圧的な支持液体の圧力が比較
的高い場合にも、外被１９がつぶれることを阻止する。
【００３２】
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　弾性的なエレメント１８，１８′の内容積２１内には空気圧が支配している。この空気
圧の高さは、支持液体の液圧の高さに依存して、図３を参照しながら後述するような形で
閉ループ制御される。実際に圧力チャンバ１２内に支配している液圧を求めるために測定
線路２２が設けられている。測定線路２２は圧力チャンバ１２を、ロール１００の外側に
ポジショニングされた圧力／電気変換器２３（図３参照）に接続する。
【００３３】
　本発明によるロール１００の液圧回路および空気圧回路について図３を参照しながら説
明する。
【００３４】
　漏れチャンバ１３に連通しており、図１下に示された弾性的なエレメント１８は、空気
圧線路２４と減圧器２５とを介して、中央の空気圧源２６に接続されている。図示されて
いない分配器を介して、漏れチャンバ１３内に存在する複数の弾性的なエレメントに接続
されている唯一の空気圧線路２４の代わりに、別個の空気圧線路が、その都度の１つの弾
性的なエレメントのための設けられていることもできることは自明である。
【００３５】
　減圧器２５はこの圧力を、図示されていない流出部を備えたチャンバ１３内に存在する
液圧的な支持液体の液圧よりも、十分の数バール高い値に閉ループ制御する。典型的には
、空気圧線路２４内の空気圧は約０．３バールであり、漏れチャンバ１３内の液圧は０．
１バールである。
【００３６】
　圧力チャンバ１２と連通している弾性的なエレメント１８′は、集合線路２７または択
一的には個別線路を介して、圧力／電気変換器２８に接続されている。圧力／電気変換器
２８は、弾性的なエレメントの内容積２１内に支配している空気圧を、電気的な信号に変
換する。電気的な信号は電気線路２９を介して、全体として符号３１を付された制御ユニ
ットの入力部３０に供給される。さらに入力部３０には、圧力／電気変換器２３により発
生させられた、支持液体の液圧の高さに関する尺度である電気的な信号が、電気線路３２
を介して供給される。
【００３７】
　制御ユニット３１は両入力信号を比較し、その出力部３３で、両入力信号の差に依存し
た出力信号を発生させる。この出力信号は電気線路３４を介して空気圧制御器３６の操作
エレメント３５に供給される。
【００３８】
　空気圧制御器３６は電気的な信号に依存して、外側の圧縮空気源２６によりかけられて
いる典型的には６バールの空気圧を、０バール～５バールの値に制御する。この値の空気
圧が、空気圧制御器３６に接続された空気圧線路３７にかけられている。圧力チャンバ１
２内には、５バールを超える、一部では１０バールまでの圧力がかけられていることもで
きるので、空気圧線路３７は圧力倍増器（Ｄｒｕｃｋｄｏｐｐｌｅｒ）３８の入力部に接
続されている。圧力倍増器３８の、空気圧線路３７内に支配する圧力の二倍の圧力がかけ
られている出力部は、空気圧線路３９に接続されている。空気圧線路３９自体は箇所４０
で集合線路２７に開口している。
【００３９】
　制御ユニット３１はデータ線路４１を介して監視ユニット４２に接続されている。監視
ユニット４２は制御ユニット３１のその都度の運転状態を分析し、表示し、かつモデム４
３を介して接続された操作ユニット４４を介して遠隔操作可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】ロールの横断面図である。
【図２】同じロールの部分縦断面図である。
【図３】このロールの液圧回路図および空気圧回路図である。
【符号の説明】
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【００４１】
　１　対向ロール、　２　ロールギャップ、　３　キャリア、　４　ロールスリーブ、　
５　周面、　６　作業周囲、　７　周面、　８　周面、　９　リングギャップ、　１０　
長手方向シール装置、　１１　長手方向シール装置、　１２　圧力チャンバ、　１３　漏
れチャンバ、　１４　長手方向溝、　１５　長手方向溝、　１６　長手方向溝、　１７　
長手方向溝、　１８　弾性的なエレメント、　１９　外被、　２０　支持手段、　２１　
内容積、　２２　測定線路、　２３　圧力／電気変換器、　２４　空気圧線路、　２５　
減圧器、　２６　圧縮空気源、　２７　集合線路、　２８　圧力／電気変換器、　２９　
電気線路、　３０　入力部、　３１　制御ユニット、　３２　電気線路、　３３　出力部
、　３４　電気線路、　３５　操作エレメント、　３６　空気圧制御器、　３７　空気圧
線路、　３８　圧力倍増器、　３９　空気圧線路、　４０　箇所、　４１　データ線路、
　４２　監視ユニット、　４３　モデム、　４４　操作ユニット、　１００　ロール

【図１】 【図２】
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